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１．調査の目的 

新型コロナウイルス感染症の影響により、私た

ちの生活や働き方は大きく変容するなかで、これ

らの変化の実態と課題に着目するテーマとして、

「ウィズ・アフターコロナ社会のワークスタイル

とキャリア」に関する意識について調査を実施し

た。 

 

（中略） 

 

３．調査の方法 

①調査対象組合と対象者 

政策委員組合の組合員（7,000名）を対象と

している。各組合の配布数は、規模に応じて割

り当てを行った。 

②調査の方法 

紙の調査票とＷＥＢによる回答を併用した。 

紙の調査票は、電機連合から調査対象組合に

調査票と回収用封筒を直送し、回収は、単組本

部→（グループ労連）→電機連合で行った。 

また、ＷＥＢによる回答については、調査対

象組合にＵＲＬとＱＲコードを配付し、各組合

から組合員個人に配布を依頼した。 

調査票の配布およびＷＥＢ調査の開始は2021

年10月、回収は10～12月である。 

③回収サンプル 

回収締切日までに提出された有効調査票は

6,393件で、有効回収率は91.3％である。 

有効回答の回答形態割合は、調査票回答が

38.7％、ＷＥＢ回答が61.3％である。 
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調査結果の概要 

第４章 ウィズ・アフターコロナの働き方 

１．仕事の進め方の変化 

－５割前後が［打ち合わせの時間］［打ち合わせの頻度］に変化あり－ 

新型コロナウイルス感染症の流行前と比べた現在の仕事の進め方の変化についてみると、［就労時間

の長さ］は「変わらない」が７割強を占めるが、打ち合わせの［時間］と［頻度］が「変わらない」は

それぞれ 52.3％、48.2％にとどまり、５割程度が変化を実感していることが明らかとなった。「増えた」

割合をみると、［打ち合わせの頻度］が 32.4％と最も多く、［打ち合わせの時間］は 25.4％、［就労時間

の長さ］は 13.4％である。一方の「減った」をみると、［就労する時間の長さ］は 13.3％と「増えた」

とほとんど変わらないが、［打ち合わせの時間」（21.5％）と［打ち合わせの頻度］（18.5％）はいずれ

も「増えた」に比べて少ない（第４－１図）。 

第４－１図 新型コロナウイルス感染症の流行前と比べた現在の仕事の進め方の変化（総計） 

性別では目立った違いはないが、女性は［就労する時間の長さ］が「増えた」が２割近くと男性をや

や上回る（第４－１表）。 

職種別にみると、技能・生産関連では、いずれも「変わらない」が他の職種に比べて多く［就労する

時間の長さ］が８割近く、［打ち合わせの時間］［打ち合わせの頻度］は６割前後を占める。 

「増えた」の割合に注目すると、［打ち合わせの時間］は営業で３割強、［打ち合わせの頻度］は営業

と技術で４割前後と技能・生産関連や事務に比べて多くなっている。また、［就労する時間の長さ］は

技能・生産関連や技術に比べて、事務と営業で多く、特に女性の営業では３割近くと他の女性や男性の

営業を上回る。 
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第４－１表 新型コロナウイルス感染症の流行前と比べた現在の仕事の進め方の変化 

第４－２表は、在宅勤務日数別に仕事の進め方の変化をみたものである。在宅勤務は行っていない層

では、［就労する時間の長さ］が「変わらない」が８割、［打ち合せの時間］と［打ち合わせの頻度］が

「変わらない」が 6 割前後を占め、いずれも在宅勤務をしている層に比べて多い。一方、在宅勤務を３

日以上している層では、［打ち合わせの時間］と［打ち合わせの頻度］が「増えた」が多くなる。特に

週４日以上在宅勤務をしている層では、［打ち合わせの頻度］が「増えた」が５割を占める。また、［就

労する時間の長さ］についても、在宅勤務日数が多いほど「増えた」が多くなり、週４日以上在宅勤務

した層では２割台半ばを占める。 

第４－２表 新型コロナウイルス感染症の流行前と比べた現在の仕事の進め方の変化 
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13.4 72.5 13.3 0.7 25.4 52.3 21.5 0.8 32.4 48.2 18.5 0.9 6393

12.1 73.4 13.8 0.7 25.8 52.3 21.1 0.7 32.9 48.0 18.3 0.8 5026

14.7 73.3 10.8 1.2 21.4 59.9 17.5 1.2 29.4 54.1 15.3 1.2 931

13.0 72.1 14.5 0.4 29.0 49.6 20.8 0.5 37.0 45.3 17.1 0.6 1938

11.6 73.7 13.8 0.9 26.4 51.3 21.4 0.9 32.6 47.3 19.3 0.9 1333

8.5 76.2 15.2 0.1 23.2 51.2 25.3 0.3 28.4 48.7 22.7 0.3 789

10.0 78.7 10.5 0.8 16.9 60.4 21.8 1.0 21.5 57.1 20.4 1.0 1406

14.8 68.7 15.7 0.8 29.4 45.1 24.8 0.8 35.8 41.6 21.7 0.9 654

18.3 65.1 15.8 0.8 31.9 45.1 22.2 0.8 40.4 39.4 19.4 0.8 747

10.8 74.5 14.2 0.5 29.4 51.0 19.1 0.5 38.2 46.3 15.0 0.5 2006

18.6 69.1 11.4 0.9 23.9 52.3 22.5 1.3 30.7 48.3 19.8 1.3 1270

18.9 67.2 12.1 1.9 22.6 53.6 21.7 2.2 30.0 48.9 18.9 2.2 323

18.0 66.5 14.6 0.9 28.8 48.4 21.8 0.9 37.3 44.3 17.4 0.9 316

17.4 73.4 8.6 0.5 20.6 54.2 24.0 1.3 26.6 49.0 23.2 1.3 384

20.2 69.1 10.3 0.4 24.0 53.6 21.9 0.4 28.8 52.4 18.5 0.4 233

13.3 78.7 6.9 1.1 12.8 63.8 21.3 2.1 17.6 60.6 19.7 2.1 188

18.7 68.6 12.2 0.5 22.1 52.1 25.0 0.7 28.0 49.7 21.6 0.7 583

27.4 57.3 14.0 1.2 34.1 39.6 25.0 1.2 42.1 34.1 22.6 1.2 164

17.2 69.3 11.7 1.7 29.7 50.7 17.6 2.1 39.3 43.8 14.8 2.1 290

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す

年
齢
別

職
種
別

年
齢
別

職
種
別

総計

男性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

50～59歳

技能・生産関連

事務

営業

技能・生産関連

事務

営業

技術

女性計

29歳以下

就労する時間の長さ 打ち合わせの時間 打ち合わせの頻度 件
数

技術

30～39歳

40～49歳

増
え
た

変
わ
ら
な
い

減
っ

た

無
回
答

増
え
た

変
わ
ら
な
い

減
っ

た

無
回
答

増
え
た

変
わ
ら
な
い

減
っ

た

無
回
答

13.4 72.5 13.3 0.7 25.4 52.3 21.5 0.8 32.4 48.2 18.5 0.9 6393

9.7 80.4 9.1 0.8 16.2 61.6 21.2 1.0 19.8 58.6 20.5 1.0 2383

10.3 75.9 13.4 0.4 24.4 53.2 22.0 0.5 32.4 49.2 18.0 0.5 1326

12.8 70.0 16.2 1.0 26.5 47.9 24.6 1.0 34.7 43.6 20.6 1.1 796

13.7 65.2 20.3 0.8 34.3 41.9 23.0 0.8 46.7 35.7 16.8 0.8 630

24.7 58.4 16.3 0.6 38.7 41.9 18.8 0.6 50.3 35.1 14.0 0.6 527

25.3 58.2 15.9 0.6 42.0 38.8 18.6 0.6 49.6 34.8 14.8 0.8 655

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す

就労する時間の長さ 打ち合わせの時間 打ち合わせの頻度 件
数

在
宅
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務
日
数

総計

在宅勤務は行っていない

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日
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２．日頃のコミュニケーション方法 

－「直接会って話す」が６割強でトップ、 

事務や技術を中心に「ＷＥＢ会議システム」や「チャットツール」を活用－ 

日頃の職場のメンバーとのコミュニケーションの方法（２つ以内選択）では、「直接会って話をする」

が 63.6％と最も多く、これに「ＺｏｏｍなどＷＥＢ会議システムを通じて話をする」（40.6％）が４割、

「会社のチャットツールを通じてやり取りをする」（33.2％）と「携帯・電話などで話をする」（26.4％）

が３割前後、「メールを通じてやりとりをする」（23.3％）が２割強で続いている。なお、「ＳＮＳ

（Facebook、LINE など）を通じてやり取りをする」は 2.9％とごくわずかにとどまった（第４－２図）。 

第４－２図 日頃、職場のメンバーとのコミュニケーション方法（２つ以内選択） 

総計　 (N=6393)

6
3
.
6

4
0
.
6

3
3
.
2

2
6
.
4

2
3
.
3

2
.
9

0
.
2

0
.
4

0

10

20

30

40

50

60

70

直
接
会
っ
て
話
を
す 

る

 

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
Ｗ
Ｅ 

Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

 

会
社
の
チ
ャ
ッ
ト
ツ 

ー
ル

 

携
帯
・
電
話

メ
ー
ル

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ 

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
）

 

そ
の
他

無
回
答

(%)

第 － 図 日頃、職場のメンバーとのコミュニケーション方法（２つ以内選択）

総計

(N=6393)



 

 

 

 

特 集 ▼ コロナ下における勤労者の生活と意識 

45 労 働 調 査 2022.10 

 

   
 
 
 

 
 

性別でみると、「直接会って話をする」は男女ともに最も多いが、男性 65.3％に対し、女性は 57.3％

と男性が女性を８ポイント上回る。「携帯・電話」も男性で比率が高い。一方、女性は「会社のチャッ

トツール」でもが 47.2％と５割近くを占め、男性を 18 ポイント上回っている（第４－３表）。 

年齢別では、男性はいずれの年齢層でも「直接会って話をする」が最も多いが、「会社のチャット

ツールは、40代以上に比べて 30 代以下で多い。一方、「メール」は年齢が高い層ほど多く 50 代では４割

近くを占める。女性については、30 代で「会社のチャットツール」と「ＺｏｏｍなどＷＥＢ会議システ

ム」が５割前後を占め、他の年齢層に比べて多い。

職種別にみると、技能・生産関連では男女ともに「直接会って話をする」が９割近くと圧倒的に多い。

その他の職種については、事務と技術を中心に「会社のチャットツール」の比率が高く、女性の技術で

は６割強を占める。また、男性の事務と技術、女性の営業と技術で「ＺｏｏｍなどＷＥＢ会議システ

ム」、男女の営業で「携帯・電話」の比率が高くなっている。 

第４－３表 日頃、職場のメンバーとのコミュニケーション方法（２つ以内選択） 
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63.6 40.6 26.4 33.2 2.9 23.3 0.2 0.4 6393
① ② ③

65.3 41.2 27.8 29.7 2.8 23.3 0.1 0.4 5026
① ② ③

70.0 35.7 29.9 31.6 3.1 17.5 0.2 0.2 931
① ② ③

63.3 44.8 29.1 32.1 2.3 20.0 0.1 0.4 1938
① ② ③

67.0 40.8 26.3 27.6 3.5 25.2 ･･･ 0.6 1333
① ② ③

62.5 40.1 24.7 25.1 2.5 35.0 0.4 0.3 789
① ② ③

86.3 22.5 31.7 12.0 5.3 25.2 0.1 0.5 1406
① ② ③

53.8 52.0 20.5 37.6 1.7 26.3 ･･･ 1.2 654
① ② ③

59.4 41.0 51.0 19.8 2.3 18.7 0.1 0.3 747
① ③ ②

56.3 51.7 18.1 43.4 1.1 23.0 0.1 0.1 2006
① ② ③

57.3 38.2 20.6 47.2 3.5 22.5 0.6 0.5 1270
① ③ ②

60.4 41.5 23.2 43.7 1.9 19.8 ･･･ 0.3 323
① ③ ②

48.7 48.1 21.2 53.2 2.2 17.1 0.6 0.9 316
② ③ ①

63.5 30.2 18.5 45.1 4.4 28.6 0.5 ･･･ 384
① ③ ②

56.2 32.2 19.7 47.6 6.0 23.6 1.3 0.4 233
① ③ ②

85.6 16.0 16.5 25.5 8.0 19.1 1.1 1.1 188
① ② ③

55.7 34.8 20.9 50.8 2.9 27.1 0.5 0.2 583
① ③ ②

49.4 46.3 39.0 37.8 2.4 17.1 0.6 1.2 164
① ② ③

43.8 55.2 14.1 61.4 1.4 19.7 ･･･ ･･･ 290
③ ② ①

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す
3 ※丸数字は比率の順位（第3位まで表示）
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３．職場の変化 

－５割前後が［ちょっとした相談や雑談がしにくい］［職場の一体感が希薄］－ 

第４－３図は、新型コロナウイルス感染症の流行前と比べた６つの職場の変化について、「よくある／

あった」から「全くない／なかった」の４段階でたずねた結果である。「よくある／あった」と「とき

どきある／あった」をあわせた＜ある／あった＞比率をみると、［ちょっとした相談や雑談がしにくい］

（51.1％）と［職場の一体感が希薄だと感じる］（47.1％）が半数前後、［上司や同僚から学ぶ機会が減

ったと感じる］（43.0％）、［仕事の進捗状況が共有されない］（38.9％）、［上司からの指示が伝わりにく

い］（37.3％）、［意思決定のスピードが遅い］（35.9％）は４割前後を占める。 

第４－３図 新型コロナウイルス感染症の流行前と比べた、職場の変化（総計） 

性別では目立った違いはない（第４－５表）。 

年齢別に＜ある／あった＞比率をみると、男性は［ちょっとした相談や雑談がしにくい］と［職場の

一体感が希薄だと感じる］は 29 歳以下に比べて 30 代以上で多くなっている。その他の変化について

は、50 代でやや比率が低い。女性については、30 代以下で＜ある／あった＞が多い項目が多く、［ちょ

っとした相談や雑談がしにくい］は６割近く、［仕事の進捗状況が共有されない］が４割台半ばを占め、

40 代以上に比べて多くなっている。 

職種別にみると、男女ともに営業ですべての変化について＜ある／あった＞比率が高く、特に女性で

比率が高い。一方で技能・生産関連ではすべての変化について＜ある／あった＞の比率は低い。そのほ

か、男性の事務で［上司からの指示が伝わりにくい］、女性の技術で［ちょっとした相談や雑談がしに

くい］［上司や同僚から学ぶ機会が減った］が他の職種に比べて多くなっている。 
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薄だと感じる

上司や同僚から学

ぶ機会が減った

仕事の進捗状況が

共有されない

上司からの指示が

伝わりにくい

意思決定のスピー

ドが遅い

件
数

6393

6393

6393

6393

6393

6393

あ
る
／
あ
っ
た
計

51.1

47.1

43.0

38.9

37.3

35.9

な
い
／
な
か
っ
た
計

48.1

52.1

56.2

60.2

62.0

63.3

よ
く
あ
る
／
あ
っ
た

と
き
ど
き
あ
る
／
あ

っ
た

た
ま
に
あ
る
／
あ
っ

た 全
く
な
い
／
な
か
っ

た 無
回
答

－60－
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第４－５表 新型コロナウイルス感染症の流行前と比べた、職場の変化＜ある／あった＞比率 

第４－６表は、在宅勤務日数別に職場の変化をみたものである。いずれの項目も在宅勤務の日数の違

いよりも、在宅勤務をしているかどうかで変化が生じていることが確認できる。 

第４－６表 新型コロナウイルス感染症の流行前と比べた、職場の変化＜ある／あった＞比率 

上
司
か
ら
の
指
示
が

伝
わ
り
に
く
い

意
思
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
が
遅
い

仕
事
の
進
捗
状
況
が

共
有
さ
れ
な
い

上
司
や
同
僚
か
ら
学

ぶ
機
会
が
減
っ

た

職
場
の
一
体
感
が
希

薄
だ
と
感
じ
る

ち
ょ
っ

と
し
た
相
談

や
雑
談
が
し
に
く
い

件
数

37.3 35.9 38.9 43.0 47.1 51.1 6393

37.4 35.9 39.1 43.3 47.7 50.6 5026

35.6 37.6 36.8 44.0 39.1 45.8 931

40.2 37.7 42.7 46.9 51.1 53.6 1938

38.6 36.5 40.1 41.7 50.2 51.7 1333

30.9 28.9 31.6 36.2 45.8 47.3 789

28.9 30.3 31.2 29.8 38.5 36.1 1406

45.1 40.8 43.0 45.0 49.7 55.4 654

45.6 45.0 49.0 54.8 57.7 59.4 747

37.7 34.9 39.9 47.6 50.0 56.0 2006

36.9 36.1 38.3 42.4 44.4 53.7 1270

44.9 44.3 44.0 50.2 46.7 59.1 323

37.7 36.7 44.3 45.3 45.9 57.3 316

32.3 32.6 33.1 36.2 39.3 46.9 384

32.6 29.2 30.5 38.2 48.5 53.6 233

25.0 23.4 26.1 24.5 29.3 31.4 188

35.0 34.1 35.3 39.5 41.9 53.3 583

57.3 51.8 61.6 59.8 62.2 72.0 164

38.3 40.0 39.3 51.4 50.7 61.0 290

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す
0

年
齢
別

職
種
別

年
齢
別

職
種
別

総計

男性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

営業

技能・生産関連

事務

営業

技術

女性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

技能・生産関連

事務

技術

上
司
か
ら
の
指
示
が

わ
り
に
く
い

意
思
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
が
遅
い

仕
事
の
進
捗
状
況
が

共
有
さ
れ
な
い

上
司
や
同
僚
か
ら
学

ぶ
機
会
が
減
っ

た

職
場
の
一
体
感
が
希

薄
だ
と
感
じ
る

ち
ょ
っ

と
し
た
相
談

や
雑
談
が
し
に
く
い

件
数

37.3 35.9 38.9 43.0 47.1 51.1 6393

26.6 28.7 31.3 29.5 37.4 36.7 2383

38.9 37.9 39.7 44.9 49.7 56.2 1326

46.5 43.7 46.9 50.8 53.9 62.9 796

48.3 40.5 46.8 58.7 56.7 63.8 630

48.6 45.0 46.7 57.7 54.3 62.2 527

42.9 38.0 42.4 54.2 55.9 59.5 655

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す

総計

在
宅
勤
務
日
数

在宅勤務は行って
いない
週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

（中略）
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４．今後働きたい場所 

－＜会社以外＞はウィズコロナで 57.3％、アフターコロナでも 53.2％－ 

今後、働きたい場所について、ウィズコロナ、アフターコロナそれぞれたずねた結果をみると、ウィ

ズコロナは「会社」（42.2％）が４割強と最も多い。それ以外では、「自宅」（31.3％）が３割強、「場所

を限定せずに働きたい」（21.8％）が２割強を占めるが、「サテライトオフィス、シェアオフィス」（3.3％）

や「実家」（0.6％）はごくわずかにとどまった。＜会社以外＞の割合は 57.3％である（第４－４図）。 

アフターコロナについては、「自宅」が 19.0％とウィズコロナよりも少ない一方で、「会社」（46.3％）

と「場所を限定せずに働きたい」（29.4％）はウィズコロナを上回っている。＜会社以外＞は 53.2％で、

ウィズコロナをわずかに下回るものの、過半数に及んでいる。 

性別で比較すると、ウィズコロナ、アフターコロナともに、「会社」は男性が女性を、「自宅」は女性

が男性を上回っている。＜会社以外＞の割合はウィズコロナ、アフターコロナともに女性の方が男性に

比べて 10 ポイント以上多い。また、ウィズコロナでは「場所を限定せずに働きたい」が男女問わず２

割強を占めるが、アフターコロナでは、女性が 35.4％と男性（27.9％）に比べて多くなっている。 

第４－４図 今後の働き方として、主に働きたい場所 

42.2

45.3

30.9

46.3

48.9

36.5

3.3

3.4

2.0

3.8

3.9

3.1

31.3

28.4

42.8

19.0

17.9

22.8

0.6

0.5

1.2

0.6

0.6

0.9

21.8

21.7

21.9

29.4

27.9

35.4

0.
3

0.
2

0.
7

0.
4

0.
3

0.
8

0.
4

0.
4

0.
5

0.
5

0.
5

0.
7

総計

男性計

女性計

総計

男性計

女性計

件
数

6393

5026

1270

6393

5026

1270

会
社
以
外
計

57.3

54.3

68.6

53.2

50.6

62.8

ウ
ィ
ズ

ア
フ
タ
ー

会
社

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど

自
宅

実
家

場
所
を
限
定
せ
ず
に

働
き
た
い

そ
の
他

無
回
答
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年齢別にみると、男女ともに 29 歳以下で「場所を限定せずに働きたい」が３割前後と多く、40 代以

上で「会社」の割合が多くなる。＜会社以外＞の割合は、男性 30 代以下で６割前後、女性 30 代以下で

は８割近くと、いずれも 40 代以上に比べて多い（第４－７表）。 

職種別にみると、技能・生産関連で「会社」が多く、男性で７割弱、女性で６割を占める。その他の

職種については、営業で「場所を限定せずに働きたい」がほぼ３割を占め、他の職種に比べて多くなっ

ている。 

第４－７表 今後の働き方として、主に働きたい場所 ウィズコロナ

会
社

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど

自
宅

実
家

場
所
を
限
定
せ
ず
に

働
き
た
い

そ
の
他

無
回
答

件
数

会
社
以
外
計

42.2 3.3 31.3 0.6 21.8 0.3 0.4 6393 57.3

45.3 3.4 28.4 0.5 21.7 0.2 0.4 5026 54.3

38.5 3.1 30.0 1.1 27.1 0.2 0.1 931 61.4

40.4 3.4 30.4 0.1 25.1 0.3 0.4 1938 59.3

51.6 4.1 24.6 0.5 18.2 0.4 0.7 1333 47.7

55.4 2.4 28.1 0.8 13.1 ･･･ 0.3 789 44.4

67.9 2.0 14.9 0.6 13.8 0.1 0.6 1406 31.4

34.9 4.3 37.3 0.5 22.3 ･･･ 0.8 654 64.4

35.5 7.1 28.2 0.4 28.2 0.1 0.4 747 64.1

36.8 3.0 35.3 0.5 23.9 0.3 0.1 2006 63.1

30.9 2.0 42.8 1.2 21.9 0.7 0.5 1270 68.6

22.0 1.9 39.6 2.2 33.7 0.3 0.3 323 77.7

22.2 3.2 48.4 1.6 23.1 0.6 0.9 316 76.9

39.1 1.6 40.4 0.5 16.7 1.6 0.3 384 60.7

42.5 1.7 42.9 0.4 12.0 ･･･ 0.4 233 57.1

59.6 ･･･ 23.4 0.5 13.8 1.1 1.6 188 38.8

27.3 2.4 47.3 1.0 20.9 0.9 0.2 583 72.6

22.0 4.3 40.9 1.2 29.9 0.6 1.2 164 76.8

22.4 1.4 49.3 2.1 24.5 0.3 ･･･ 290 77.6

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す
0

年
齢
別

職
種
別

年
齢
別

職
種
別

総計

男性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

営業

技能・生産関連

事務

営業

技術

女性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

技能・生産関連

事務

技術
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アフターコロナについて年齢別でみると、ウィズコロナ同様、30 代以下で＜会社以外＞が多い。い

ずれの層でも＜会社以外＞の割合はウィズコロナをやや下回るが、女性の 30 代以下では＜会社以外＞

が７割強に及んでおり、29 歳以下では「場所を限定せずに働きたい」が 46.7％と５割近くを占める（第

４－８表）。 

職種別にみると、技能・生産関連で「会社」が６～７割と際立って多く、その他の職種では、＜会社

以外＞が男性で６割前後、女性については７割前後を占める。女性の事務、営業、技術については「場

所を限定せずに働きたい」が４割前後を占め、ウィズコロナの同比率を上回る。 

第４－８表 今後の働き方として、主に働きたい場所 アフターコロナ

会
社

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど

自
宅

実
家

場
所
を
限
定
せ
ず
に

働
き
た
い

そ
の
他

無
回
答

件
数

会
社
以
外
計

46.3 3.8 19.0 0.6 29.4 0.4 0.5 6393 53.2

48.9 3.9 17.9 0.6 27.9 0.3 0.5 5026 50.6

40.8 3.7 22.1 1.0 31.9 0.3 0.2 931 59.0

44.2 4.0 18.9 0.4 31.8 0.2 0.4 1938 55.4

55.4 4.1 13.9 0.5 24.8 0.5 0.8 1333 43.8

59.6 3.2 17.5 0.4 19.0 ･･･ 0.4 789 40.1

68.4 2.5 9.9 0.6 17.9 0.1 0.6 1406 31.0

39.1 4.7 24.3 0.5 30.6 ･･･ 0.8 654 60.1

40.7 7.4 16.7 0.4 33.9 0.3 0.7 747 58.6

42.0 3.5 22.0 0.7 31.3 0.3 0.2 2006 57.8

36.5 3.1 22.8 0.9 35.4 0.8 0.7 1270 62.8

25.7 4.6 20.4 1.2 46.7 0.3 0.9 323 73.4

26.3 3.2 30.7 1.3 37.0 0.6 0.9 316 72.8

45.8 2.3 19.0 0.5 29.9 1.8 0.5 384 53.6

50.2 2.1 20.2 0.4 26.6 ･･･ 0.4 233 49.4

62.2 2.1 12.2 0.5 20.2 1.1 1.6 188 36.2

34.1 2.7 25.0 0.7 36.2 1.0 0.2 583 65.7

26.2 6.1 22.0 0.6 42.7 0.6 1.8 164 72.0

28.6 2.8 26.6 1.7 39.3 0.3 0.7 290 70.7

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す
0

年
齢
別

職
種
別

年
齢
別

職
種
別

総計

男性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

営業

技能・生産関連

事務

営業

技術

女性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

技能・生産関連

事務

技術
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第４－９表は、在宅勤務日数別にウィズコロナ、アフターコロナそれぞれについて主に働きたい場所

をみたものである。 

ウィズコロナについては、男女で共通した結果となっており、在宅勤務を行っていない層では、「会

社」が６～７割と多数を占める。一方で、「自宅」は在宅勤務日数が多くなるほど比率が高くなり、週

３日在宅勤務をしている層では５割弱、週４日以上になると６～８割と多数に及ぶ。また、週２日また

は週３日在宅勤務をしている層では、３割強が「場所を限定せずに働きたい」と回答している。 

アフターコロナについてみると、在宅勤務を行っていない層では、ほぼ７割が「会社」と回答してい

る。「自宅」の割合は、ウィズコロナ同様、在宅勤務日数が多いほど多くなるが、同割合はウィズコロ

ナよりも少なく、週５日在宅勤務をしている層でも５割程度である。その分、「場所を限定せずに働き

たい」が多くなり、男性では週３日および４日、女性では週２日以上在宅勤務をしている層で「場所を

限定せずに働きたい」が４～５割を占める。 

第４－９表 今後の働き方として、主に働きたい場所 

会
社

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど

自
宅

実
家

場
所
を
限
定
せ
ず
に

働
き
た
い

そ
の
他

無
回
答

会
社

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど

自
宅

実
家

場
所
を
限
定
せ
ず
に

働
き
た
い

そ
の
他

無
回
答

42.2 3.3 31.3 0.6 21.8 0.3 0.4 46.3 3.8 19.0 0.6 29.4 0.4 0.5 6393

45.3 3.4 28.4 0.5 21.7 0.2 0.4 48.9 3.9 17.9 0.6 27.9 0.3 0.5 5026

67.6 3.1 12.7 0.3 15.3 0.3 0.6 68.4 3.2 8.8 0.4 18.2 0.3 0.7 2022

52.4 3.2 19.4 0.1 24.6 0.2 0.1 56.4 3.4 10.8 0.4 28.9 0.1 0.1 1077

32.5 5.0 30.4 0.9 30.9 0.2 0.2 42.7 5.3 15.4 0.9 35.0 0.2 0.5 585

12.7 4.8 48.1 0.4 32.7 0.2 0.9 19.1 5.3 30.3 0.7 43.7 0.2 0.7 455

7.4 3.0 60.2 1.4 27.5 0.3 0.3 12.8 4.1 39.8 0.8 41.7 0.5 0.3 367

5.2 2.6 73.7 0.9 17.7 ･･･ ･･･ 9.1 5.2 49.5 1.1 35.0 0.2 ･･･ 463

30.9 2.0 42.8 1.2 21.9 0.7 0.5 36.5 3.1 22.8 0.9 35.4 0.8 0.7 1270

64.9 2.2 18.5 0.3 12.6 0.6 0.9 69.8 2.2 9.5 0.3 16.6 0.6 0.9 325

40.3 1.7 32.5 0.9 24.2 0.4 ･･･ 48.1 3.0 11.3 0.4 36.4 0.4 0.4 231

23.1 3.0 40.2 1.0 30.2 1.5 1.0 28.1 5.0 18.1 1.0 45.2 1.5 1.0 199

11.4 2.4 48.5 2.4 34.7 0.6 ･･･ 21.0 5.4 21.0 1.2 50.3 1.2 ･･･ 167

6.0 ･･･ 70.9 0.7 21.2 1.3 ･･･ 10.6 1.3 44.4 0.7 41.1 1.3 0.7 151

1.7 2.2 76.5 2.8 16.8 ･･･ ･･･ 5.0 1.7 50.3 2.2 40.2 ･･･ 0.6 179

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す
0

週５日

ウィズコロナ アフターコロナ 件
数

女性計

在宅勤務は行っていない

週１日

週２日

週３日

週４日

在
宅
勤
務
日
数
別

在
宅
勤
務
日
数
別

総計

男性計

在宅勤務は行っていない

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日
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第５章 在宅勤務 

１．在宅勤務の経験 

－2019 年以前に「あった」は 17.7％－ 

2021 年４～９月に在宅勤務を「週１日」以上した方について、2019 年以前（新型コロナウイルス感

染症流行前）の在宅勤務の経験をたずねたところ、「なかった」が 81.8％と８割強を占め、「あった」

（17.7％）は２割近くである（第５－１表）。 

性別でみると、「あった」は女性（21.5％）が男性（16.5％）を５ポイント上回る。 

職種別に「あった」比率をみると、男性の場合、技能・生産関連では１割にとどまるが、その他の職

種では２割前後を占め、なかでも事務で 21.9％と最も多い。女性についても技能・生産関連で他の職

種に比べて少ないが、同割合は 16.1％と男性を６ポイント上回る。女性の事務、営業、技術では「あ

った」は２割強を占める。 

第５－１表 2019 年以前（新型コロナウイルス感染症流行前）の在宅勤務の経験 

（2021 年４～９月に在宅勤務をした方） 

あ
っ

た

な
か
っ

た

無
回
答

件
数

17.7 81.8 0.5 3934

16.5 83.1 0.4 2947

9.9 90.1 ･･･ 343

21.9 77.7 0.4 498

16.7 82.4 0.9 534

16.4 83.2 0.4 1464

21.5 78.0 0.5 927

16.1 83.9 ･･･ 56

21.8 77.8 0.4 459

22.9 77.1 ･･･ 144

20.6 78.3 1.2 253

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
0

事務

営業

技術

職
種
別

職
種
別

総計

男性計

技能・生産関連

事務

営業

技術

女性計

技能・生産関連

（中略）
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３．配偶者の在宅勤務 

－＜在宅勤務の方が多かった＞は男性 20.3％、女性 31.3％－ 

2021 年４～９月に在宅勤務をした、かつ、配偶者が働いている方を対象に、調査回答までの１ヵ月

間の配偶者の在宅勤務の状況をたずねた結果をみると、「在宅勤務は全くしなかった」が 56.5％と６割

近くを占め、４割強が配偶者も在宅勤務をしていることが明らかとなった。「在宅勤務はしなかった」

に「在宅勤務よりも出勤の方が多かった」をあわせた＜出勤の方が多かった＞が 77.1％、＜在宅勤務

の方が多かった＞（「出勤よりも在宅勤務の方が多かった」と「全く出勤しなかった」の合計）は 22.9％

である。性別でみると、＜在宅勤務の方が多かった＞は男性（20.3％）に比べて、女性（31.3％）で多

い。年齢別では、男女ともに若い層ほど＜在宅勤務の方が多かった＞が多いが、いずれの年齢層も男性

に比べて女性で多い。職種別でみても、すべての職種で男性に比べて女性で＜在宅勤務の方が多かっ

た＞が多いが、営業で最も多く、技能・生産関連で少ない点は男女で共通している（第５－２図）。 

第５－２図 配偶者の在宅勤務状況（この１ヵ月） 

（2021 年４～９月に在宅勤務をした、配偶者が働いている方） 
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無
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答

(%)
総計

(N=3934)

４．在宅勤務をするうえで不満／不便に感じていること 

－上位は「通信費・光熱費等がかかる」と「モニターなどの備品が十分でない」－ 

2021 年４～９月に在宅勤務をした方を対象に、在宅勤務で不満／不便に感じていることを複数選択

でたずねたところ、「不満／不便を感じていることはない」は 14.5％と１割強にとどまり、在宅勤務を

行っている組合員の多くが不満や不便を感じていることが確認できる。不満や不便の中身をみると、

「通信費、光熱費等がかかる」（44.2％）と「モニターやプリンターなどの備品が十分でない」（41.4％）

がともに４割強を占め、上位にあげられている。以下、「仕事用のデスク／椅子がない」（30.2％）が３

割、「ネット環境が悪い」（26.2％）、「自分専用の仕事スペースがない」（25.7％）、「仕事に必要な資料

やパソコンなどを置くスペースが確保できない」（20.2％）が２割台、「情報セキュリティに関するルー

ルが煩雑である（ルールが厳しくなり作業上の手間が増えた）」（11.5％）が１割強で続いている（第５

－３図）。 

第５－３図 在宅勤務をするうえで、不満／不便に感じていること 

（2021 年４～９月に在宅勤務をした方・複数選択） 

（中略）
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５．在宅勤務のメリット 

－８割近くが「通勤時間が少なくストレスが減る」－ 

2021 年４～９月に在宅勤務をした方を対象に、在宅勤務で感じていること（複数選択）についてみ

ると、「通勤時間が少なくなりストレスが減る」（79.0％）が８割近くと最も多く、これに「時間を有効

に活用できる」（68.8％）が７割弱で続いている。以下、「息抜きや気分転換がしやすい」（49.9％）、「作

業に集中できる」（48.8％）、「家事・育児・介護との両立しやすい」（48.6％）、「自分の自由に使える時

間が増える」（45.4％）が 5 割弱、「職場の人間関係のストレスが軽減される」（29.9％）が 3 割を占め

る。「新しいアイデアが生み出しやすい」（9.0％）については 1 割弱にとどまった。なお、「左記のよう

なことはない」は 3.7％とわずかであり、在宅勤務によるメリットを感じている組合員が大多数を占め

ていることがわかる（第５－４図）。 

第５－４図 在宅勤務であなたが感じていること（2021 年４～９月に在宅勤務をした方・複数選択） 

性別では、上位にあげられている項目は概ね共通しているが、女性は「時間を有効に活用できる」「家

事・育児・介護と両立しやすい」「自分の自由に使える時間が増える」「職場の人間関係のストレスが減

る」で男性を上回る（第５－４表）。 

年齢別にみると、男性の場合、上位項目は共通しているものの、若い層ほど比率が高くなる項目が多

く、29 歳以下では「息抜きや気分転換がしやすい」が６割、「自分の自由に使える時間が増える」が５

割を占め、30 代以上の層を上回っている。女性については、30 代以下の層で、「通勤時間が少なくスト

レスが減る」「自分の自由に使える時間が増える」「職場の人間関係のストレスが減る」で 40 代以上を

上回るのに対し、30 代以上では「家事・育児・介護等と両立しやすい」、40 代以上では「作業に集中で

きる」が多くなっている。 
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第 － 図 在宅勤務であなたが感じていること（2021年4～9月に在宅勤務をした方・複数選択）
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職種別にみると、男性では技能・生産関連で「作業に集中できる」が５割台半ばと他の職種を上回る。

女性については、事務と技術で「家事・育児・介護と両立がしやすい」が６割前後と多いほか、技能・

生産関連と事務では「時間を有効に活用できる」や「作業に集中できる」、営業と技術は「自分の自由

に使える時間が増える」、事務と営業では「職場の人間関係のストレスが減る」がそれぞれ多い。 

第５－４表 在宅勤務であなたが感じていること（2021 年４～９月に在宅勤務をした方・複数選択） 
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件
数

79.0 68.8 49.9 29.9 48.8 9.0 48.6 45.4 3.7 0.2 3934
① ② ③ ④

77.5 66.6 50.6 27.8 47.3 9.6 45.3 43.5 4.1 0.2 2947
① ② ③ ④

80.4 67.6 60.3 31.5 43.9 9.3 35.8 50.8 3.0 0.4 537
① ② ③ ④

80.2 68.3 53.2 28.5 47.5 10.5 53.1 44.2 3.4 0.2 1235
① ② ③ ④

74.9 67.2 44.5 24.5 48.0 7.6 45.7 39.8 3.5 ･･･ 713
① ② ③ ④

70.1 59.4 42.2 27.7 50.3 11.1 34.0 39.5 8.8 ･･･ 441
① ② ④ ③

73.5 63.3 49.9 29.7 55.1 7.9 40.8 42.0 5.2 0.3 343
① ② ④ ③

78.5 69.7 52.2 30.9 50.2 10.6 43.0 45.0 4.0 0.6 498
① ② ③ ④

74.5 68.4 48.7 29.2 44.0 10.7 45.3 42.7 5.4 ･･･ 534
① ② ③ ④

79.0 65.1 50.5 25.4 45.9 8.9 47.0 43.0 3.6 0.1 1464
① ② ③ ④

83.8 75.4 47.4 35.7 53.1 6.4 58.6 51.1 2.2 0.4 927
① ② ④ ③

87.3 72.9 59.4 39.8 50.2 6.4 49.8 62.9 0.8 ･･･ 251
① ② ④ ③

86.7 80.2 50.6 41.8 51.7 7.2 60.8 59.7 1.5 0.4 263
① ② ③ ④

81.6 76.6 40.6 31.6 57.0 7.0 64.1 41.4 1.6 0.4 256
① ② ④ ③

77.2 69.7 34.5 26.2 55.9 4.1 62.1 35.2 6.2 0.7 145
① ② ④ ③

67.9 76.8 41.1 33.9 57.1 3.6 51.8 42.9 5.4 1.8 56
② ① ③ ④

85.8 77.6 45.5 36.2 56.9 6.3 62.1 49.5 1.5 0.2 459
① ② ④ ③

84.0 70.8 52.8 43.8 54.2 9.0 52.1 55.6 ･･･ ･･･ 144
① ② ④ ③

83.0 72.3 49.4 30.8 43.9 4.7 55.7 53.4 4.0 0.8 253
① ② ③ ④

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す
4 ※丸数字は比率の順位（第4位まで表示）

技術

30～39歳

40～49歳

50～59歳

技能・生産関連

事務

営業

技能・生産関連

事務
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（中略）
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６．在宅勤務の課題 

－「コミュニケ―ションが取りにくい」、「メリハリつかず勤務時間外にも働く」が上位、 

女性、男性 50 代の３割近くが「仕事時間中に孤独を感じる」－ 

第５－５図は在宅勤務で経験したこと（2021 年４～９月に在宅勤務をした人が対象、複数選択）と

して、在宅勤務の課題をたずねた結果である。これをみると、「左記のようなことはない」は 18.0％に

とどまり、８割強の組合員が在宅勤務による何らかの課題を感じていることがわかる。課題の中身をみ

ると、「画面を通じたやりとりによりコミュニケーションがうまくとれない」（41.7％）が４割強、「時

間のメリハリがつかず、勤務時間外にも働いてしまう」（35.1％）が３割台半ばを占め、上位にあげら

れている。以下、「同じ仕事をしているのに出勤時よりも時間がかかる」（24.6％）、「仕事時間中孤独を

感じる」（21.2％）、「自分の仕事の成果がわかりにくい」（19.9％）、「取引先とのやり取りが難しい」

（18.2％）が２割前後、「機密情報の取り扱いなどセキュリティ面で不安を感じる」（10.2％）、「家事・

育児・介護の負担が増える」（9.7％）が１割で続いている。 

第５－５図 在宅勤務で経験したこと（2021 年４～９月に在宅勤務をした方・複数選択） 
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第 － 図 在宅勤務で経験したこと（2021年4～9月に在宅勤務をした方・複数選択）
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性別でみると、上位にあげられている項目は共通しているが、「仕事時間中孤独を感じる」は女性で

26.5％を占め、男性（19.7％）を７ポイント上回っている（第５－６表）。 

年齢別にみると、男性では 50 代で「仕事時間中孤独を感じる」が３割弱と 40 代以下に比べて多い。

女性は、30 代以下の層で、「コミュニケーションがとりにくい」が５割近くを占め、40 代以上を上回

る。また、「メリハリつかず勤務時間外にも働く」でも 30 代以下でやや比率が高くなっている。 

職種別では、男女ともに営業で「メリハリつかず勤務時間外にも働く」と「取引先とのやり取りが難

しい」が多い。 

第５－６表 在宅勤務で経験したこと（2021 年４～９月に在宅勤務をした方・複数選択） 

メ
リ
ハ
リ
つ
か
ず
勤

務
時
間
外
に
も
働
く

同
じ
仕
事
に
出
勤
時

よ
り
時
間
が
か
か
る

自
分
の
仕
事
の
成
果

が
わ
か
り
に
く
い

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
と
り
に
く
い

取
引
先
と
の
や
り
取

り
が
難
し
い

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

面
で

不
安
を
感
じ
る

家
事
・
育
児
・
介
護

の
負
担
が
増
え
る

仕
事
時
間
中
孤
独
を

感
じ
る

左
記
の
よ
う
な
こ
と

は
な
い

無
回
答

件
数

35.1 24.6 19.9 41.7 18.2 10.2 9.7 21.2 18.0 0.5 3934
② ③ ① ④

34.7 25.0 19.2 41.6 19.5 10.2 10.1 19.7 17.6 0.5 2947
② ③ ① ④

34.5 27.7 16.0 41.0 17.5 10.6 3.0 19.4 17.9 0.7 537
② ③ ① ④

36.9 27.0 19.5 42.9 21.2 10.3 12.3 18.3 15.6 0.3 1235
② ③ ① ④

34.2 22.9 20.9 39.8 17.8 9.7 13.7 17.8 19.1 0.6 713
② ③ ④ ①

29.9 19.5 19.5 41.7 19.0 10.4 6.8 26.8 20.6 0.5 441
② ① ③ ④

34.1 20.4 21.9 37.0 19.0 13.1 6.7 15.7 20.1 ･･･ 343
② ④ ③ ①

33.1 27.1 21.1 42.6 15.3 9.0 9.0 20.9 17.5 1.0 498
② ③ ④ ①

41.2 26.2 23.0 43.8 34.1 9.7 9.7 20.4 14.0 0.7 534
② ④ ① ③

33.0 24.6 16.5 41.7 16.0 10.2 11.4 19.9 18.2 0.4 1464
② ③ ① ④

37.3 23.6 22.0 42.6 14.2 10.1 7.8 26.5 18.4 0.5 927
② ④ ① ③

38.6 27.9 21.9 47.4 20.7 10.4 3.6 25.1 15.1 0.8 251
② ③ ① ④

41.4 24.7 24.3 47.9 13.3 10.6 6.8 27.8 18.6 0.4 263
② ④ ① ③

34.0 17.2 20.7 36.7 9.8 8.2 10.5 23.4 22.3 ･･･ 256
② ① ③ ④

35.2 25.5 20.0 36.6 13.1 13.1 11.0 33.1 15.2 1.4 145
② ④ ① ③

19.6 19.6 25.0 50.0 14.3 10.7 ･･･ 21.4 23.2 ･･･ 56
② ① ④ ③

32.5 21.6 21.1 38.8 10.9 10.2 9.8 27.0 19.6 0.7 459
② ④ ① ③

52.1 29.9 26.4 48.6 34.0 10.4 5.6 25.0 13.2 ･･･ 144
① ④ ② ③

41.5 25.7 20.9 44.7 9.5 9.1 7.5 28.1 17.8 0.8 253
② ④ ① ③

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す
4 ※丸数字は比率の順位（第4位まで表示）

技術

30～39歳

40～49歳

50～59歳

技能・生産関連

事務

営業

技能・生産関連

事務

営業

技術

女性計

29歳以下

年
齢
別

職
種
別

年
齢
別

職
種
別

総計

男性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

（中略）
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７．今後の在宅勤務の希望 

－大多数が在宅勤務を希望するものの、希望する割合はさまざま－ 

2021 年４～９月に在宅勤務をした方を対象に、ウィズコロナ、アフターコロナそれぞれについて、

今後の働き方としての在宅勤務の希望をみると、「在宅勤務は希望しない」はウィズコロナが 3.6％、

アフターコロナが 4.5％とともにごくわずかにとどまる。希望する在宅勤務の割合をみると、「勤務日

は毎日在宅勤務を希望する」はウィズコロナ 17.4％、アフターコロナ 11.7％と、ウィズコロナの方が

やや多いが、希望する割合は回答が分かれている（第５－６図）。 

性別にみると、ウィズコロナ、アフターコロナともに「在宅勤務は希望しない」、「勤務日は毎日在宅

勤務を希望する」は、男女でほとんど差はないが、女性は「勤務日の９～８割程度在宅勤務を希望する」

が男性に比べて多い。男性については、「家庭の都合など必要な時だけなら在宅勤務を希望する」で女

性を上回っている。 

第５－６図 今後の働き方としての在宅勤務希望（2021 年４～９月に在宅勤務をした方） 
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第５－８表は、ウィズコロナ、アフターコロナそれぞれについて、今後の働き方の希望を年齢別、職

種別にみたものである。 

まず、ウィズコロナについてみると、男性年齢別では目立った違いはない。女性年齢別では、30 代

で「勤務日は毎日」「勤務日の９～８割」の割合が多く、５割強が＜勤務日の８割以上＞の在宅勤務を

希望している。職種別では、男女ともに技能・生産関連で「勤務日の３割以下」と「必要な時だけ」が

多く、他の職種に比べて在宅勤務を希望する割合は少ない。一方、女性の技術では「勤務日は毎日」が

25.3％とやや多く、＜勤務日の８割以上＞在宅勤務を希望する割合が５割近くを占める。 

アフターコロナについてみると、年齢別では、ウィズコロナ同様、女性の 30 代で＜勤務日の８割以

上＞在宅勤務を希望する割合が４割と他の層を上回る。職種別では、男性技能・生産関連で「必要な時

だけ」が３割強、「在宅勤務は希望しない」が１割と他の職種に比べてやや多い。女性技能・生産関連

については、「勤務日の３割以下」と「必要な時だけ」があわせて５割近くを占め、他の女性を上回る。

ウィズコロナで４人に１人が「勤務日は毎日」を希望していた女性技術職では、「勤務日は毎日」は

15.0％とウィズコロナを 10 ポイント下回るが、＜勤務日の８割以上＞在宅勤務を希望する割合は４割

近くを占め、他の女性や男性技術職に比べて多い。 

第５－８表 今後の働き方としての在宅勤務希望（2021 年４～９月に在宅勤務をした方） 
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勤
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９
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８
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在
宅
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在
宅
勤
務
を
希
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勤
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日
の
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割

在
宅
勤
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希
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勤
務
日
の
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割
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下

在
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勤
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希
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要
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時
だ
け
在
宅

勤
務
を
希
望

在
宅
勤
務
は
希
望
し

な
い

無
回
答

17.4 19.4 13.2 18.3 14.7 13.3 3.6 0.1 11.7 16.4 14.3 18.8 16.1 18.0 4.5 0.2 3934

16.8 17.6 13.3 17.6 15.7 14.8 4.1 0.1 11.7 14.7 14.1 17.8 16.5 20.0 5.0 0.1 2947

16.4 19.4 13.8 17.7 15.3 14.0 3.5 ･･･ 14.2 16.0 14.7 17.3 15.5 18.2 4.1 ･･･ 537

15.7 18.5 13.4 17.9 16.2 14.9 3.3 0.1 11.4 14.3 15.1 18.5 17.2 19.4 3.9 0.2 1235

16.4 16.8 14.0 17.1 15.0 17.1 3.5 ･･･ 9.0 15.3 14.0 18.4 15.7 22.6 4.9 0.1 713

20.4 14.5 10.9 17.2 16.6 12.0 8.2 0.2 14.3 13.2 10.7 15.4 17.9 19.3 9.3 ･･･ 441

9.0 10.5 11.7 16.6 22.2 21.3 8.7 ･･･ 6.7 8.2 9.6 14.9 19.5 31.2 9.9 ･･･ 343

16.9 21.9 14.9 18.1 13.7 11.4 3.0 0.2 10.8 19.9 16.3 18.5 15.3 14.7 4.4 0.2 498

12.9 14.2 19.3 20.2 16.5 12.4 4.3 0.2 8.1 10.1 19.1 22.5 17.4 18.0 4.3 0.6 534

19.9 18.8 11.3 16.7 14.3 15.5 3.3 0.1 14.5 16.1 12.6 16.9 15.8 19.9 4.2 ･･･ 1464

18.7 25.1 12.6 20.4 12.4 8.7 1.8 0.2 11.0 21.7 14.7 21.3 15.5 12.6 2.9 0.3 927

17.5 23.1 17.1 21.9 12.4 6.8 1.2 ･･･ 9.6 21.1 16.7 20.7 17.5 11.2 2.4 0.8 251

22.8 28.1 9.1 20.5 8.4 8.4 2.3 0.4 14.4 25.9 12.9 20.2 11.8 11.0 3.4 0.4 263

13.7 23.4 12.5 21.5 16.0 10.9 1.6 0.4 9.4 16.4 13.3 23.8 18.8 15.2 3.1 ･･･ 256

20.0 26.2 11.0 16.6 13.8 9.7 2.8 ･･･ 9.0 23.4 16.6 20.0 13.8 14.5 2.8 ･･･ 145

14.3 17.9 5.4 16.1 21.4 19.6 5.4 ･･･ 7.1 16.1 8.9 12.5 23.2 23.2 8.9 ･･･ 56

15.3 27.5 11.8 20.9 13.1 8.9 2.2 0.4 8.7 21.6 17.6 20.3 15.5 12.9 3.1 0.4 459

17.4 22.9 15.3 27.8 9.0 6.9 0.7 ･･･ 11.8 18.8 11.8 28.5 16.7 10.4 2.1 ･･･ 144

25.3 23.7 14.6 16.6 11.5 7.1 1.2 ･･･ 15.0 23.7 12.6 20.9 13.8 11.5 2.0 0.4 253

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
0

ウィズコロナ アフターコロナ 件
数

技術

30～39歳

40～49歳

50～59歳

技能・生産関連

事務

営業

技能・生産関連

事務

営業

技術

女性計

29歳以下

年
齢
別

職
種
別

年
齢
別

職
種
別

総計

男性計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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第５－９表から、在宅勤務日数別にみると、ウィズコロナ、アフターコロナともに在宅勤務日数が多

いほど、希望する在宅勤務の日数が多くなる傾向にある。 

ウィズコロナについてみると、男女ともに週５日在宅勤務をしている層では「勤務日は毎日」が６割

前後を占め、「勤務日の９～８割」をあわせると９割程度に上る。一方で、週１日在宅勤務をしている

層では、男性の場合、「在宅勤務は希望しない」が１割弱を占め、「必要な時だけ」が３割強と多い。女

性の週１日在宅勤務の層でも、男性に比べて比率は低いが、同様の傾向がみられる。 

アフターコロナについては、週５日在宅勤務の層でも「勤務日は毎日」が男性４割強、女性３割強と

ウィズコロナよりも少ないが、「勤務日は毎日」または「勤務日の９～８割」が中心である。一方、週

１日在宅勤務の層では、「必要な時だけ」が男性４割弱、女性３割弱とウィズコロナよりもやや多いが、

「在宅勤務は希望しない」は男女ともに１割を下回っている。 

第５－９表 今後の働き方としての在宅勤務希望（2021 年４～９月に在宅勤務をした方） 
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務
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務
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望
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い

無
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答

17.4 19.4 13.2 18.3 14.7 13.3 3.6 0.1 11.7 16.4 14.3 18.8 16.1 18.0 4.5 0.2 3934

16.8 17.6 13.3 17.6 15.7 14.8 4.1 0.1 11.7 14.7 14.1 17.8 16.5 20.0 5.0 0.1 2947

4.9 5.0 6.0 17.6 26.6 31.1 8.5 0.1 4.0 3.5 4.7 14.0 26.3 37.5 9.8 0.1 1077

6.3 7.5 17.6 30.6 23.2 11.5 3.2 ･･･ 4.8 4.8 14.4 28.2 23.9 19.7 4.1 0.2 585

11.2 24.8 30.8 23.1 5.3 3.3 1.3 0.2 7.0 18.5 29.2 27.5 7.9 7.7 2.0 0.2 455

22.3 48.2 16.3 7.9 2.2 2.5 0.5 ･･･ 14.4 37.1 25.9 13.1 4.4 4.4 0.8 ･･･ 367

58.5 28.3 5.4 3.2 1.5 2.4 0.4 0.2 41.0 32.0 11.7 7.8 2.4 3.9 1.1 0.2 463

18.7 25.1 12.6 20.4 12.4 8.7 1.8 0.2 11.0 21.7 14.7 21.3 15.5 12.6 2.9 0.3 927

3.9 8.2 7.8 22.5 29.0 23.4 4.8 0.4 2.6 7.4 4.8 16.5 32.9 28.1 7.8 ･･･ 231

4.5 14.6 12.6 41.2 18.1 7.0 2.0 ･･･ 3.5 9.0 9.0 38.2 21.1 16.6 2.0 0.5 199

10.2 24.0 29.9 26.3 6.0 3.0 0.6 ･･･ 7.8 14.4 24.6 35.9 11.4 3.6 1.8 0.6 167

18.5 59.6 12.6 5.3 0.7 3.3 ･･･ ･･･ 11.3 41.1 28.5 9.9 3.3 5.3 0.7 ･･･ 151

61.5 30.7 2.8 1.7 0.6 1.7 0.6 0.6 33.0 44.7 12.8 4.5 1.1 2.8 0.6 0.6 179

5 ※下線数字は「総計」より5ポイント以上少ないことを示す
5 ※薄い網かけ数字は「総計」より5ポイント以上多いことを示す
# ※濃い網かけ数字は「総計」より15ポイント以上多いことを示す
0

ウィズコロナ アフターコロナ 件
数

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

在
宅
勤
務
日
数
別

在
宅
勤
務
日
数
別

総計

男性計

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

女性計
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電機連合「ウィズ・アフターコロナ社会のワークスタイルと 

 キャリアに関する調査」を実施して 
 

電機連合 中央執行委員 内田
う ち だ

 文子
ふ み こ

 

 

新型コロナウイルス感染症は、私たちの暮らしや働き方に大きな変化を生じさせました。電機連合

では、これらの変化の実態と課題に着目するテーマとして「ウィズ・アフターコロナ社会のワークス

タイルとキャリア」に関する意識について調査を行うこととしました。 

 

本調査では、「仕事に関する意識」「労働時間の現状」「ウィズ・アフターコロナ社会の働き方」「労

働組合の活動」についての項目に加え、在宅勤務の経験者に「在宅勤務の実施状況や在宅勤務に関す

る意識」などをたずねています。また調査設計にあたっては、新型コロナウイルス感染症拡大前の意

識とも比較できるよう、過去の調査項目と同じ設問項目を複数設定しました。 

調査実施にあたっては、政策委員組合の組合員7,000名を対象に、在宅勤務実施者が増えていること

を鑑み、調査票での調査に加え、ＷＥＢを使っての調査を行いました。回答率は91.3％と高く、調査

票での回答が約４割、ＷＥＢでの回答が約６割となりました。また、ウィズ・アフターコロナ社会の

働き方についての希望や課題を自由記入でたずねたところ、約1,600名から回答がありました。 

 

調査結果について一部を紹介すると、テレワーク制度の導入状況は「制度がある」（84.0％）と「運

用上認められている」（9.4％）をあわせると９割を超えていました。また、在宅勤務経験者（2021年

４～９月に在宅勤務を「週１日」以上した方）の2019年以前（新型コロナウイルス感染症流行前）の

在宅勤務経験は、「なかった」が８割強に及び、コロナ禍を契機に、在宅勤務制度の導入が進んだこと

が数値的にもうかがえます。 

コロナ前後の仕事の進め方の変化をみると［就労する時間の長さ］は「変わらない」との回答が７

割を占めていますが、打ち合わせの［時間］と［頻度］は５割程度が変化を実感しており、ともに

「増えた」が「減った」を上回り、在宅勤務の導入などにより仕事の仕方にも変化がみられます。 

日頃のコミュニケーション方法では、「直接会って話す」が６割強と最も多く、これに「Ｚｏｏｍな

どＷＥＢ会議システムを通じて話をする」（４割）、「会社のチャットツールを通じてやりとりをする」

（３割強）が続いていました。これを職種別にみると、技能・生産関連では男女ともに「直接会って

話す」が９割近くと圧倒的に多い一方、事務職と技術職を中心に「ＷＥＢ会議システム」や「会社の

チャットツール」の比率が高くなっており、職種による違いがみられました。また、コロナ前後の職

場の変化では、５割前後が［ちょっとした相談や雑談がしにくい］［職場の一体感が希薄だと感じる］

と回答しています。これを在宅勤務日数別にみると、在宅勤務を週２日以上している層でその割合は

高くなり、［ちょっとした相談や雑談がしにくい］、［職場の一体感が希薄だと感じる］に加え、［上司

や同僚

調査実施組合より 
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から学ぶ機会が減った］が５割台を占めていました。 

この調査では、今後働きたい場所について、ウィズコロナ、アフターコロナでそれぞれにたずねて

います。全体では、「自宅」や「場所を限定しない」などの＜会社以外＞はウィズコロナで57.3％、ア

フターコロナでも53.2％と半数以上を占めます。これを性別で比較すると、ウィズコロナ、アフター

コロナともに、「会社」は男性が女性を、「自宅」は女性が男性を上回っていました。また年齢別でみ

るとウィズコロナ、アフターコロナともに30代以下で＜会社以外＞が多く、40代以上で「会社」が多

くなっていました。つまり、それぞれの層によって、ニーズが異なることが確認できます。 

在宅勤務の実施状況については、2021年４～９月に、＜在宅勤務を行っている＞割合は、男性（６

割弱）に比べ、女性（７割強）が多く、なかでも、女性の技術職で４人に１人が「週５日」在宅勤務

と回答しています。 

さらに、在宅勤務をした方を対象に、在宅勤務のメリットについてたずねたところ、８割近くが

「通勤時間が少なくなりストレスが減る」と回答しており、次いで「時間を有効に活用できる」（７割

弱）と回答しています。なお、「記載のようなことはない」（メリットを感じていない）は3.7％とわず

かであり、在宅勤務によるメリットを感じている組合員が大多数を占めていることがわかります。一

方、在宅勤務の課題については、「画面を通じたやりとりによりコミュニケーションがうまくとれな

い」（４割強）、「時間のメリハリがつかず、勤務時間外に働いてしまう」（３割半ば）が上位にあげら

れていました。また、女性や男性の50代の３割近くが「仕事時間中孤独を感じる」と回答しており、

自由記入でも「意思疎通の課題」や「健康面・メンタル面の課題」なども指摘されていました。 

また、今後の在宅勤務の希望は、ウィズコロナ、アフターコロナともに「在宅勤務を希望しない」

はごくわずかにとどまりますが、希望する割合は回答が分かれていました。 

このように、在宅勤務については、メリットが感じられている一方で、課題も顕在化してきてお

り、かつ、組合員の在宅勤務の働き方の希望も様々です。こうした点から、在宅勤務に関しては、さ

らなる実態把握と対応策の検討が必要になると考えます。 

 

今後は、「ウィズ・アフターコロナ社会のワークスタイルとキャリアに関する研究会（仮称）」（2022

年度発足）において、本調査で得られた結果をもとに、ウィズ・アフターコロナ社会における「ワー

クスタイル」や「キャリア」、「労働組合の活動」などについて、さらにヒアリング調査を交えなが

ら、分析・研究をすすめます。研究結果については、別途報告をし、各種政策の検討にも活用しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 


